
分
の
重
畳
を
許
さ
れ
て
い
た
。

白
伊
勢
神
宮
の
権
禰
宜
の
極
位
は
正
四
位
上
で
あ
っ
た
か
ら
、
医
官

と
し
て
は
最
も
高
い
官
位
を
得
た
も
の
が
多
い
。

凹
常
顕
は
徳
川
家
康
の
扶
持
を
受
け
た
最
初
の
医
師
で
あ
る
。

⑥
前
項
の
結
果
、
江
戸
時
代
に
は
三
河
譜
代
直
参
の
格
を
誇
っ
た
。

㈲
武
家
諸
法
度
の
埒
外
の
扱
い
を
う
け
た
。

㈲
徳
川
幕
府
か
ら
う
け
た
緑
高
は
最
高
で
、
左
京
家
は
二
千
石
、
式

部
家
は
三
百
石
、
内
蔵
允
家
も
三
百
石
で
、
三
家
合
わ
せ
て
二
千

六
百
石
で
あ
っ
た
。

㈹
医
官
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
武
官
で
あ
る
た
め
、
任
官
の
場

合
、
法
印
、
法
眼
の
よ
う
な
僧
位
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
従
五

位
下
諸
太
夫
に
任
官
し
た
。

五
、
心
残
り
な
こ
と

昭
和
三
十
九
年
九
月
十
一
日
の
例
会
で
講
演
し
た
折
、
故
石
原
明
博
士
か

ら
次
の
よ
う
な
追
加
発
言
を
い
た
だ
い
た
。

「
享
腺
二
年
（
一
五
二
九
）
、
常
辰
（
二
十
歳
位
）
は
『
頓
嘗
抄
』
五
十
巻

を
書
写
し
た
。
同
書
は
現
在
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
私
共

の
系
図
等
に
記
載
が
な
い
な
ら
、
是
非
追
記
す
る
価
値
が
あ
る
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

同
文
庫
を
調
べ
た
が
、
確
か
に
五
十
巻
の
『
頓
醤
抄
』
は
存
在
し
、
室
町

写
本
と
ま
で
は
判
明
し
た
が
、
常
辰
の
写
本
な
り
や
否
や
が
断
定
で
き
ず
に

終
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
、
女
性
医
師
養
成
機
関
と
し
て
の
日
本
医
学
校

私
立
日
本
医
学
校
は
、
明
治
三
十
六
年
八
月
の
済
生
学
舎
廃
校
に
よ
り
同

年
九
月
設
立
さ
れ
た
旧
済
生
学
舎
同
窓
医
学
講
習
会
〔
石
川
清
志
（
一
八
五

四
’
一
九
一
四
）
主
宰
男
子
の
象
〕
か
ら
分
か
れ
た
医
学
研
究
会
〔
川
上

元
治
郎
（
一
八
六
四
’
一
九
一
五
）
主
宰
桂
秀
馬
（
一
八
六
一
’
一
九
一

一
）
会
長
男
子
の
象
〕
を
磯
部
検
三
（
一
八
七
二
’
一
九
四
九
）
が
引
継
ぎ

明
治
三
十
七
年
四
月
十
五
日
神
田
区
美
土
代
町
二
’
一
束
京
医
師
ク
ー
フ
ブ

講
堂
で
開
校
〔
校
長
山
根
正
次
（
一
八
五
七
’
一
九
二
五
）
〕
し
た
。
一

方
、
石
川
清
志
の
同
窓
医
学
講
習
会
は
、
明
治
三
十
七
年
三
月
私
立
東
京
医

学
校
と
改
称
し
、
同
年
四
月
十
五
日
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
五
九
の
校
舎
で
、

授
業
を
開
始
し
た
。
両
校
共
、
男
女
共
学
で
、
授
業
は
、
前
期
（
基
礎
）
二

年
、
後
期
（
臨
床
）
二
年
の
正
科
の
他
、
臨
床
講
習
会
を
併
設
、
「
日
本
医

学
」
「
東
洋
医
事
新
報
」
（
東
京
医
学
校
）
を
機
関
誌
と
し
た
。
明
治
四
十
三

年
四
月
両
校
は
合
併
、
私
立
日
本
医
学
校
と
な
っ
た
。
以
上
日
本
医
学

校
、
東
京
医
学
校
（
創
立
時
併
合
し
た
女
子
医
学
研
修
所
を
含
む
）
に
於
け

る
女
子
医
学
教
育
は
、
明
治
三
十
四
年
’
四
十
五
年
の
十
二
年
間
で
、
済
生

学
舎
の
十
六
年
を
加
え
る
と
一
千
八
年
に
及
ぶ
。
こ
の
間
医
師
養
成
機
関
に

学
ん
だ
女
子
生
徒
の
正
確
な
人
数
を
算
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
済
生
学

舎
に
数
百
名
（
推
定
）
、
私
立
東
京
医
学
校
に
五
十
余
名
、
私
立
日
本
医
学
校

日
本
医
学
校
と
女
性
医
師
の
先
駆
者
た
ち

１
日
之
出
會
の
人
び
と

横
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弘
蔵

(118） 580



に
は
、
四
百
名
弱
と
推
定
す
る
。
同
四
十
五
年
七
月
日
本
医
学
専
門
学
校

へ
の
昇
格
に
伴
う
女
子
生
徒
募
集
中
止
ま
で
の
約
九
ヶ
年
、
正
科
に
延
べ
二

九
八
四
名
（
前
期
一
八
一
二
名
、
後
期
二
六
三
名
）
の
女
子
生
徒
が
在
学

し
て
い
た
。
そ
の
入
学
第
一
号
は
、
明
治
三
十
七
年
四
月
後
期
生
徒
と
し

て
久
恒
静
枝
（
大
分
県
生
、
明
三
九
・
七
医
師
登
録
）
。
油
川
太
嘉
（
滋
賀

県
生
、
明
三
九
・
七
登
録
）
・
小
池
（
荒
井
）
ア
サ
（
福
島
県
生
、
大
五
・

一
登
録
）
の
三
名
で
あ
っ
た
。

二
、
同
窓
女
性
医
師
た
ち
１
日
之
出
會
の
人
び
と

荻
野
ぎ
ん
が
女
性
と
し
て
医
師
登
録
を
う
け
た
明
治
十
八
年
よ
り
、
新
医

師
法
（
明
治
三
十
九
年
五
月
制
定
）
が
施
行
さ
れ
た
大
正
五
年
秋
（
医
師
登

録
は
大
正
六
年
）
ま
で
の
三
十
二
年
間
、
旧
医
術
開
業
試
験
合
格
に
よ
り
医

師
（
籍
）
登
録
を
う
け
た
女
性
は
、
総
数
で
五
二
○
名
に
及
ぶ
。
こ
の
内
訳

を
出
身
校
別
に
み
る
と
、
私
立
日
本
医
学
校
（
含
私
立
東
京
医
学
校
）
は
一

七
二
名
で
、
女
子
在
籍
者
の
三
分
の
一
が
医
師
と
な
り
、
こ
れ
は
全
女
性
医

師
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
。

昭
和
九
年
七
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
六
時
か
ら
東
京
本
郷
の
「
鉢
の

木
」
で
、
日
本
医
学
校
に
学
び
医
師
と
な
っ
た
女
性
達
の
は
じ
め
て
の
集
い

（
出
席
者
在
京
者
中
心
で
十
二
名
）
が
あ
っ
た
。
発
起
人
大
貫
セ
ツ
、
幹

事
杉
田
つ
る
。
当
日
こ
の
女
性
医
師
同
窓
会
を
日
本
医
学
校
の
頭
文
字
か
ら

「
日
之
出
會
」
と
名
付
け
、
以
後
全
国
の
女
子
同
窓
生
に
呼
び
か
け
、
昭
和

十
八
年
頃
ま
で
毎
年
会
合
が
も
た
れ
た
。
以
下
、
日
之
出
會
会
員
を
中
心

に
、
わ
が
国
女
性
医
師
の
先
駆
者
た
ち
の
う
ち
数
名
を
選
び
そ
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
述
べ
る
。
（
医
師
登
録
順
）

１
水
江
（
旧
姓
北
村
）
し
づ
（
一
八
八
四
Ｉ
？
）

明
治
十
七
年
三
月
山
口
県
三
田
尻
（
現
防
府
市
）
生
、
私
立
三
田
尻
病

院
（
院
長
神
徳
一
人
）
看
護
婦
学
校
を
経
て
、
明
治
三
十
四
年
一
月
東
京
女

医
学
校
に
入
学
、
二
ヶ
月
在
学
の
後
、
女
子
医
学
研
修
所
に
移
り
、
関
西
医

学
院
か
ら
日
本
医
学
校
に
学
ぶ
。
明
治
三
十
八
年
七
月
医
師
登
録
。
日
本

医
学
校
助
手
か
ら
東
大
外
科
教
室
に
入
局
（
近
藤
次
繁
教
授
、
直
接
指
導
は

塩
田
廣
重
助
教
授
）
、
明
治
三
十
九
年
五
月
田
代
義
徳
教
授
整
形
外
科
教

室
創
設
に
伴
い
整
形
外
科
に
移
り
介
補
と
な
る
ｌ
女
医
介
補
第
一
号
。
同
四

十
四
年
四
月
三
日
、
第
十
二
回
日
本
外
科
学
会
で
田
代
教
授
の
「
成
人
二
於

ケ
ル
内
訊
馬
足
ノ
療
法
」
の
講
演
に
追
加
発
表
（
乳
児
先
天
性
内
統
足
二
対

ス
ル
矯
正
・
後
療
法
ノ
注
意
）
ｌ
女
性
医
師
の
学
会
発
表
第
一
号
。
同
四
十

三
年
東
大
よ
り
泉
橋
慈
善
病
院
に
移
り
耳
鼻
咽
喉
科
を
修
め
る
。
日
本
医
学

校
臨
床
講
習
会
助
手
、
附
属
医
院
芝
分
院
主
任
（
油
川
太
嘉
の
後
任
）
を
つ

と
め
る
。
大
正
十
一
年
よ
り
日
本
医
学
同
窓
会
評
議
員
。
大
正
十
二
年
ま
で

東
京
で
、
大
震
災
後
、
横
浜
に
移
り
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
業
。
昭
和
十
一
年
か

ら
日
本
女
医
会
評
議
員
。

２
油
川
太
嘉
（
一
八
七
九
’
一
九
一
○
）

明
治
十
二
年
二
月
滋
賀
県
甲
賀
郡
水
口
生
、
医
師
を
志
し
、
先
ず
滋
賀

県
赤
十
字
支
部
の
看
護
婦
と
な
り
、
大
阪
市
桃
山
病
院
看
護
婦
長
を
つ
と
め

る
。
明
治
三
十
三
年
よ
り
大
阪
慈
恵
医
院
医
学
校
、
関
西
医
学
院
に
学
ぶ
。

そ
の
間
学
費
捻
出
の
た
め
「
八
種
伝
染
病
看
護
法
（
前
・
後
編
）
」
を
著
す
。

次
い
で
、
同
三
十
七
年
日
本
医
学
校
に
学
び
、
同
三
十
九
年
七
月
医
師

登
録
、
日
本
医
学
校
助
手
、
附
属
医
院
芝
分
院
（
芝
区
柴
井
町
）
主
任
と
な

る
。
明
治
四
十
一
年
医
術
開
業
試
験
に
細
菌
・
衛
生
学
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
長
澤
米
蔵
氏
と
共
に
東
大
衛
生
学
教
室
横
手
千
代
助
教
授
の
も
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と
に
国
内
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
帰
学
後
に
顕
微
鏡
実
習
を
担
当
、
明
治
四

十
三
年
十
月
千
葉
県
大
原
で
病
残
、
故
郷
滋
賀
県
水
口
町
本
正
寺
に
眠
る
。

３
杉
田
つ
る
（
一
八
八
二
’
一
九
五
七
）

明
治
十
五
年
十
二
月
神
戸
市
仲
町
に
生
る
。
祖
父
杉
田
玄
端
父
雄

（
い
さ
を
）
。
杉
田
玄
白
よ
り
六
代
目
、
湊
川
小
を
経
て
明
治
三
十
八
年
二
月

関
西
医
学
院
入
学
、
同
三
十
九
年
九
月
日
本
医
学
校
に
転
じ
、
同
四
十
二

年
一
月
医
師
登
録
、
同
年
五
月
東
大
小
児
科
学
教
室
（
弘
田
長
教
授
）
研

究
生
（
介
補
嘱
託
ｌ
と
な
る
ｌ
翌
四
十
五
年
よ
り
児
科
雑
誌
の
編
輯
、
大
正

五
年
か
ら
Ｘ
線
係
を
つ
と
め
た
）
、
同
四
十
四
年
二
月
本
郷
区
本
郷
二
’
一
四

の
自
宅
で
小
児
科
開
業
、
同
年
十
一
月
日
本
女
医
会
に
入
会
。
大
正
二
年

六
月
「
日
本
女
医
会
雑
誌
」
創
刊
さ
れ
、
発
行
責
任
者
と
な
る
。
以
後
昭
和

十
九
年
九
月
の
終
刊
（
二
八
号
）
ま
で
務
め
る
。
そ
の
間
、
自
宅
は
大
正

十
四
年
か
ら
日
本
女
医
会
の
事
務
所
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
三
月
戦
災
に

よ
り
焼
失
す
る
ま
で
つ
づ
く
。
大
正
八
年
東
大
小
児
科
の
医
員
、
同
九
年

日
本
女
医
会
評
議
員
、
大
正
十
一
年
日
本
医
学
同
窓
会
幹
事
、
昭
和
十
五

年
五
月
日
本
女
医
会
副
会
長
、
同
年
八
月
学
位
受
領
（
東
大
）
、
学
位

論
文
、
。
ハ
ル
ロ
ー
氏
病
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
症
）
の
臨
床
的
研
究
（
児
科
雑

誌
）
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
国
立
東
京
第
一
病
院
二
宮
分
院
（
旧
戦
災
孤

児
の
た
め
の
相
模
保
育
所
）
の
主
任
医
師
と
し
て
勤
務
、
昭
和
三
十
二
年
四

月
二
十
日
逝
去
、
東
京
青
山
墓
地
に
眠
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
窪
田
空
穂

門
下
の
歌
人
で
あ
っ
た
。

４
鈴
木
（
旧
石
川
）
松
枝
（
一
八
八
六
’
一
九
一
八
？
）

明
治
十
九
年
一
月
新
潟
県
中
頚
城
郡
斐
太
村
（
現
新
井
市
）
生
。
小
学

校
教
員
を
経
て
、
明
治
四
十
年
四
月
日
本
医
学
校
入
学
、
同
四
十
二
年
三

月
卒
業
（
首
席
）
、
同
年
十
二
月
医
師
登
録
、
郷
里
（
新
井
町
）
で
開
業
後
、

日
本
医
学
校
附
属
医
院
に
勤
務
、
同
四
十
四
年
在
米
邦
人
の
招
き
で
渡

米
、
同
年
秋
結
婚
、
そ
の
後
離
婚
、
大
正
七
年
（
？
）
ア
メ
リ
カ
で
自
殺
し

た
と
い
う
。

５
風
間
た
れ
（
一
八
八
五
’
一
九
五
一
）

明
治
十
八
年
一
月
山
梨
県
甲
府
市
生
。
山
梨
英
和
女
学
校
を
経
て
女
子

医
学
研
修
所
、
日
本
医
学
校
に
学
ぶ
。
明
治
四
十
四
年
二
月
医
師
登
録
、
同

年
田
中
達
三
郎
（
東
京
市
京
橋
に
開
業
）
の
も
と
で
耳
鼻
喉
咽
科
・
内
科

・
皮
膚
科
を
修
め
、
麹
町
に
開
業
、
昭
和
十
二
年
日
本
医
科
大
学
病
理
学

教
室
（
福
士
政
一
・
長
澤
米
藏
教
授
）
研
究
生
と
な
り
、
同
十
三
年
四
月

学
位
受
領
（
日
本
医
大
）
、
学
位
論
文
色
素
性
母
斑
ノ
組
織
学
的
研
究
（
日

本
医
科
大
学
雑
誌
）
ｌ
女
性
医
学
博
士
の
二
十
番
目
で
、
女
性
と
し
て
日
本

医
大
で
初
の
、
そ
し
て
母
校
よ
り
学
位
受
領
第
一
号
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六

年
十
二
月
逝
去
。

６
多
川
（
旧
池
内
）
す
象
（
一
八
九
○
’
一
九
五
五
）

明
治
二
十
三
年
九
月
愛
媛
県
松
山
市
生
。
伯
父
に
池
内
信
嘉
、
叔
父
に

高
濱
虚
子
。
明
治
三
十
年
上
京
、
芝
区
鞆
絵
小
学
校
、
府
立
第
三
高
女
（
麻

布
日
ヶ
窪
在
、
現
都
立
駒
場
高
）
か
ら
明
治
三
十
九
年
五
月
東
京
女
医
学

校
入
学
、
同
四
十
一
年
三
月
日
本
医
学
校
に
転
校
、
同
四
十
四
年
三
月
医

師
登
録
、
同
年
よ
り
東
大
小
児
科
弘
田
長
教
授
の
指
導
を
う
け
、
婦
人
共
立

育
児
会
病
院
（
麹
町
飯
田
町
）
に
勤
務
、
傍
ら
芝
区
南
佐
久
町
一
’
一
の
自

宅
で
開
業
、
明
治
四
十
五
年
三
月
日
本
女
医
会
に
入
会
、
大
正
二
年
三
月

日
本
女
医
会
機
関
誌
の
発
刊
の
相
談
を
前
田
園
、
杉
田
つ
る
と
の
三
人
で

行
う
（
於
・
牛
込
の
前
田
宅
）
。
同
年
六
月
、
「
日
本
女
医
会
雑
誌
」
創
刊
さ
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れ
、
編
輯
責
任
者
と
な
り
、
編
輯
・
発
行
所
を
自
宅
に
お
く
。
以
後
昭
和
十

九
年
九
月
ま
で
編
輯
人
を
つ
と
め
る
。
大
正
三
年
結
婚
、
同
六
年
、
芝
区
白

金
三
光
町
に
移
転
、
開
業
（
産
婦
人
科
・
内
科
・
小
児
科
）
、
同
九
年
よ
り
日

本
女
医
会
評
議
員
、
昭
和
十
一
年
日
本
女
医
の
祖
「
荻
野
吟
子
」
（
戯
曲
）
、

同
十
二
年
三
月
日
本
女
医
五
十
年
史
年
表
（
草
稿
）
、
同
年
八
月
先
輩

名
簿
、
を
各
々
日
本
女
医
会
雑
誌
に
発
表
、
同
十
八
年
一
月
か
ら
医
事
公
論

女
医
に
日
本
女
医
五
十
年
史
に
執
筆
・
発
表
（
未
完
）
。
こ
の
他
、
荻
野
吟
・

生
澤
久
及
・
高
橋
瑞
子
・
石
黒
忠
惠
の
訪
問
記
等
、
親
友
杉
田
つ
る
と
の
名

コ
ン
ビ
で
、
先
駆
者
達
の
足
跡
を
正
確
か
つ
多
彩
に
綴
っ
た
功
績
は
枚
挙
に

暹
が
な
い
。
昭
和
三
十
四
年
十
月
病
を
得
て
逝
去
、
東
京
谷
中
霊
園
に
眠

る
。
俳
人
と
し
て
「
ゑ
す
埒
会
」
を
主
宰
し
た
。

（
付
）
日
本
女
医
会
明
治
三
十
五
年
四
月
前
田
園
（
済
生
学
舎
卒
）

に
よ
り
創
立
（
第
一
回
例
会
幹
事
前
田
園
・
塚
原
雄
子
）
大
正
二
年
六
月

機
関
誌
「
日
本
女
医
会
雑
誌
」
を
発
刊
、
大
正
八
年
九
月
第
一
回
萬
国

女
医
会
議
（
｝
豆
－
ヨ
ー
ク
）
開
か
れ
、
井
上
友
子
代
表
と
し
て
出
席
し
、

こ
の
時
設
立
さ
れ
た
萬
国
女
医
会
に
加
盟
す
。
大
正
九
年
四
月
会
長
・
評

議
員
を
設
け
、
会
長
吉
岡
弥
生
。
昭
和
十
一
年
五
月
日
本
女
医
公
許
五
十

周
年
の
記
念
式
典
・
資
料
展
を
行
う
（
於
・
上
野
精
養
軒
）
。

な
お
、
戦
後
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
日
本
女
医
会
は
再
発
足
し
た
。

７
そ
の
他
、
日
本
医
学
校
の
助
手
（
無
給
）
と
し
て
、
山
田
（
善
行
寺
）

玉
與
・
綾
井
（
種
坂
）
章
江
・
三
塩
（
安
部
）
ス
ミ
・
福
井
良
子
が
務
め
、
日

本
女
医
会
に
は
、
大
貫
（
内
田
）
セ
ツ
・
島
峰
（
菅
野
）
い
ち
が
評
議
員
と

し
て
活
躍
し
た
。

第
７
回
北
陸
医
史
学
同
好
会

昭
和
六
十
年
七
月
十
四
日
（
日
）

一
、
楢
林
健
三
郎
の
墨
蹟
と
翻
訳
書

正
橋
剛
二
松
田
健
史

二
、
資
料
紹
介
と
展
示

日
南
保
家
書
翰
等

。
高
岡
市
医
師
会
記
念
誌

白
滑
川
東
北
部
人
物
風
土
記

難
波
恒
雄
植
村
元
覚
宗
玄
明

野
尻
功
石
坂
栄
造
正
橋
剛
二

松
田
健
史

三
、
館
玄
龍
、
侃
刀
の
脇
差

館
秀
夫

四
、
向
井
元
井
撰
「
庖
厨
和
名
本
草
」

加
藤
豐
明

五
、
半
井
南
陽
先
生
の
漢
詩
に
つ
い
て

岩
治
勇
一

六
、
水
野
朗
製
作
の
医
人
塑
像
に
つ
い
て

寺
畑
喜
朔

（
特
別
講
演
）

半
井
家
に
つ
い
て

富
山
大
学
名
誉
教
授
高
瀬
重
雄

七
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
牛
痘
法
の
普
及
に
つ
い
て

正
橋
剛
二
松
田
健
史
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